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6月号の主な掲載記事
☑第76回東北輓馬競技大会 � 　P. 2

☑イングリッシュキャンプの
　参加者を募集します � 　P.11

☑各種健（検）診 � 　P.16
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東
と う

北
ほ く

輓
ば ん

馬
ば

競
き ょ う

技
ぎ

大
た い

会
か い

4 月 1 9 日（日）に、わくや桜まつりのクライマックス、
東北輓馬競技大会が開催されました。
今年も東北・北海道各地から 1 2 頭の輓馬が集い、
御
ぎ ょ

者
し ゃ

とともに人馬一体の勇姿を披露しました。
①

●ポニー（大）
　優　勝　ミスタービードル号　月

つ き

舘
だ て

ファーム
� （青森県三沢市）
　準優勝　道南イチロー号　株式会社田山産業
� （北海道北斗市）
　３位　　あさひ号　斉藤守

まもる

（宮城県登米市）
　４位　　タイガー号　川

か わ

守
も り

田
た

春
は る

久
ひ さ

（青森県南部町）
　５位　　タカラフラッシュ号　川守田春久
� （青森県南部町）
●特A級馬
　優　勝　マツノハヤテ号� 菊池建材（岩手県遠野市）

【大会結果（出走した階級のみ掲載）】
●Ｃ級馬
　優　勝　トッツァン号　宮田馬事（福島県古殿町）�
　準優勝　スーパームカイコマ号　菊池茂

し げ

勝
か つ

� （岩手県遠野市）
●Ｂ級馬
　優　勝　マツノハヤテ号� 菊池建材（岩手県遠野市）
●2歳馬
　優　勝　ミスサツキ号　内山牧場（青森県東北町）
　準優勝　タロー号　佐藤豊

ゆたか

（岩手県大船渡市）
●ポニー（中）
　優　勝　ミスナギサ号� 内山祐

ゆ

梨
り

子
こ

（宮城県柴田町）

②

③

④
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⑥

《写真解説》
①お城山と輓馬による大迫力のコラボレーショ
ン②飾りつけのため、レース前に愛情を込めて
ブラッシング③④ポニーが目にも留まらぬ速さ
で疾走⑤力を蓄え、御者と息を合わせて障害に
挑む⑥屋台が立ち並び、大いににぎわう会場⑦
レース後には労いの拍手が送られる⑧人馬一体
の勇姿を見るために集まる大勢の観客⑨障害を
乗り越え、勢い良く駆け下りる⑩ばんえいスタ
イルで力強く前進

⑤

⑦

⑧⑨

⑩



貴重な大判・小判が天平ろまん館に集結
涌谷町黄金大使わっきゃいさんが金貨展を企画
　5月1日（金）から、天平ろまん館歴史館で、『日本の
金貨展ー涌谷町黄金大使わっきゃい、為替の挑戦ー』
が開催され、その除幕式が同日に開催されました。
　本企画は、お笑い芸人や動画クリエイター、FXトレー
ダーとして活躍する涌谷町黄金大使わっきゃいこと日
野湧

わ く

也
や

さんが発起人となり実現したもので、慶
け い

長
ちょう

小判
や万

ま ん

延
え ん

大判をはじめとした、歴史的にも貴重な金貨を
間近で見ることができます。
　除幕式には、わっきゃいさんのほか、YouTube『い
だちゃんねる』のコバこと小林将

しょう

太
た

朗
ろ う

さんが出席。ま
た、株式会社Stardy CEOの河野玄

げ ん

斗
と

さんと、お笑い
コンビ『ニューヨーク』の嶋

し ま

佐
さ

和
か ず

也
や

さんからも、小判
や二

に

分
ぶ

判
ば ん

金
き ん

が寄託・寄附されました。式典では、わっ
きゃいさんとコバさんから遠藤町長へ寄託書が手渡さ
れ、町からは感謝状を贈呈しました。
　わっきゃいさんは企画の背景について、江戸時代の
日本は海外より金・銀の交換レートが低く、開国後に
外国の商人によって大量の金が流失したと説明。その
上で「令和の日本にはわっきゃいがいる。為替でやら
れた分は為替でやり返す」と語ったほか、「FX取引に
挑戦しながら、黄金大使として日本の金貨を取り戻し、
最終的には世界の金貨も集めて展示したい」と今後へ
の意欲を示しました。

多年にわたる消防功労により受章
田村敏

と し

幸
ゆ き

さんが瑞
ず い

宝
ほ う

双
そ う

光
こ う

章
しょう

を受章
　4月29日付けで、元涌谷町消防団団長の田村敏幸さ
んが、多年にわたり消防体制の確立と消防の発展に多
大な貢献をしてきた功績により、瑞宝双光章を受章さ
れました。
　この度の受章、誠におめでとうございます。

子どもの学習機会創出の一助として
KATACHIが企業版ふるさと納税
　4月27日（月）に、株式会社KATACHI（本社：大崎市）
が涌谷町に企業版ふるさと納税制度を活用して50万
円を寄附し、目録および感謝状の贈呈式が涌谷町役場
で開催されました。
　同社は、仙北地域を中心に不動産の売買仲介事業と
買い取り再販事業を行う企業で、今回の寄附金は、子
どもの学習機会創出のための事業に活用される予定で
す。
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子どもの学習機会創出の一助として
メディアステーションが企業版ふるさと納税
　5月1日（金）に、株式会社メディアステーション（本
社：仙台市）が涌谷町に企業版ふるさと納税制度を活
用して100万円を寄付し、目録および感謝状の贈呈式
が涌谷町役場で開催されました。
　同社は、通信機器の販売事業や職業紹介事業などを
行う企業で、今回の寄附金は、子どもの学習機会創出
のための事業に活用される予定です。

東大寺に献納する現代の金を児童たちが育てる
箟岳白山小学校で金のいぶきを田植え
　5月14日（木）に、箟岳白山小学校の5年生児童の皆
さんが、涌谷町産ブランド米『金のいぶき』の田植え
を行いました。
　今年の金のいぶきの田植えでは、苗を植える位置の
目印となる補助線引きにも挑戦。大きなレーキに苦戦
しながらも、協力して作業を進めました。その後、金
のいぶきの生産者の中澤清

せ い

也
や

さんの指導の下、約2アー
ルの田んぼに苗を丁寧に植えました。秋には児童たち
が稲刈りを行い、奈良東大寺に献納される予定です。

砂金採り体験や物産販売で日本初の産金地をＰＲ
ベガルタ仙台のホームゲームに出店
　5月6日（水）に、仙台市泉区のユアテックスタジアム
仙台で開催されたベガルタ仙台のホームゲームにあわ
せ、涌谷町としてブースを出展しました。
　ブース内では、天平ろまん館による砂金採り体験や、
涌谷町産ブランド米『金のいぶき』などの涌谷町の物
産販売、日本遺産『みちのくＧＯＬＤ浪漫』のＰＲを
実施。ベガルタ仙台のチームカラー『ベガルタゴール
ド』のゆかりの地として、多くの来場者に町の魅力を
発信しました。

参加した6人全員が天然砂金をゲット
古川工業高校の生徒が砂金採り体験
　5月15日（金）に、涌谷町内の沢で、古川工業高校化
学技術科の皆さんが、自然の沢での天然砂金採りに挑
戦しました。
　はじめに、天平ろまん館で産金の歴史や、金の比重
を利用した砂金の採取方法『椀

わ ん

がけ法』について学ん
だ後、自然の沢へ移動し採取作業を体験。挑戦した6
人全員が天然砂金を採取できました。採取した砂金は、
高校の課題研究の中で元素分析の材料や工芸品として
活用されます。
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《遠藤釈雄町長の主な公務（4月16日～5月15日）》
●  4月17日㈮	 健康推進員協議会総会�  （町内）
●  4月19日㈰	 第76回東北輓

ば ん

馬
ば

競技大会�  （町内）
●  4月22日㈬	 令和8年度遠田商工会涌谷地区総会
�  （町内）
●  4月23日㈭	 令和8年涌谷町消防団世話係会総会
� （役場）
●  4月28日㈫	 涌谷地域農業再生協議会総会� （町内）
●  5月12日㈫	 宮城県県北地方町長会総会� （色麻町）
●  5月13日㈬	 涌谷町公共交通会議�  （役場）
●  5月15日㈮	 大崎地域世界農業遺産推進協議会
�  （大崎市）

遠藤釈
とく

雄
お

町長コラム

ノスタルジア
　遅めの夕食時、茶の間のテレビから昭和の歌が流れ
てくる。歌のジャンルはさまざまだが恋唄の特集らし
い。昭和生まれの私にはどの歌も懐かしい曲ばかりで
私の気持ちをほろ苦い青春時代に誘ってくれる。「か
の時に言ひそびれたる大切の言葉は今も胸に残れど」
「君に似し姿を街に見る時の心躍

お ど

りをあはれと思へ」。
切ない後悔と愛惜を詠んだ石川啄木の唄

う た

が蘇
よみがえ

る。懐か
しい歌が、戻ることが叶

か な

わないはずの過ぎ去った時間
に私を戻してくれた夜であった。

産金ゆかりの史跡や文化を紹介
みちのくＧＯＬＤ浪漫パネル展を開催
　4月29日（水）から5月19日（火）までの期間、涌谷町
くがね創庫で、産金の歴史や文化を現代に伝える日本
遺産『みちのくＧＯＬＤ浪漫』のパネル展が開催され
ました。
　展示では、日本初の産金地・涌谷町をはじめ、日本
遺産『みちのくＧＯＬＤ浪漫』を構成する宮城・岩手
両県の史跡や文化を写真とともに紹介。来場者は、産
金が育んだ歴史や文化、人々の営みについて理解を深
め、みちのくの産金文化の魅力に触れていました。

おうだんほどうをわたります
こじかクラブ交通教室を開講
　涌谷町内のこども園・保育園の園児を対象として、
交通安全を学ぶこじかクラブ交通教室が、令和8年度
も始まりました。
　5月中旬から下旬にかけて、こじかクラブの結成
式と、「おうだんほどうをわたります」をテーマとし
た第1回目の教室が開かれました。5月19日（火）には、
さくらんぼこども園の3才から5才までの園児65人が、
涌谷町交通安全指導員による手品や紙芝居、その後の
実演を通して、正しい横断歩道の渡り方を学びました。

健康づくりとリフレッシュの機会に
ノルディックウォーキングを実施
　4月18日（土）に、涌谷町総合型地域スポーツクラブ
の活動の一環として、東松島市奥松島でノルディック
ウォーキングが開催され、23人が参加しました。
　スポーツクラブの講師から、専門ポールを使った
疲れにくい歩き方の指導を受けながら、海水浴場や
岬、湿地など自然豊かなコース(約7㎞)を散策しまし
た。ウォーキングの締めくくりには大高森に登頂。展
望台から松島湾を一望する景色を楽しみ、健康づくり
とともに参加者同士の親睦を深める貴重な機会となり
ました。
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▼
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て

　
全
国
の
１
５
３
人
の
皆
さ
ま

　
　
　
　
　
　
５
６
２
万
２
千
円

▼
社
会
教
育
施
設
の
維
持
管
理
の

一
助
と
し
て

　
匿
名
さ
ま　
　
　
８
５
４
０
円

▼
町
行
政
の
一
助
と
し
て

　
匿
名
さ
ま　
　
　
　
　
２
万
円

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い

な
い
状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死

亡
な
ど
の
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・

猶
予
と
な
る「
保
険
料
免
除
制
度
」

や「
納
付
猶
予
制
度（
50
歳
未
満
）」

が
あ
り
ま
す
。
役
場
の
国
民
年
金

窓
口
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
８
年
度
分（
令
和
８
年
７

月
～
令
和
９
年
６
月
分
ま
で
）の
免

除
な
ど
の
受
付
は
、
令
和
８
年
７

月
１
日（
水
）か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
時
点
の
２
年
１
カ

月
前
の
月
分（
す
で
に
保
険
料
が

納
付
済
の
月
を
除
く
）ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。
免
除

な
ど
の
申
請
を
忘
れ
て
い
た
期
間

が
あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

古
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
23
―
１
２
０
０

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
―
２
１
１
３

　
涌
谷
町
内
の
こ
ど
も
園
・
小
学

校
・
中
学
校
で
は
、
災
害
時
な
ど

に
園
児
・
児
童
・
生
徒
を
引
き
渡

す
方
法
を
検
証
す
る
た
め
、
同
日

の
同
時
間
帯
に
引
き
渡
し
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

▼
日
時　
６
月
24
日（
水
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
４
月
受
付
分
）

国
民
年
金
保
険
料
免
除

な
ど
の
申
請
に
つ
い
て

More PickUp

▼
場
所　
町
内
の
こ
ど
も
園
・
小

学
校
・
中
学
校
で
指
定
す
る
場
所

▼
注
意
事
項　
引
き
渡
し
訓
練
開

始
後
、
こ
ど
も
園
・
小
学
校
・
中

学
校
周
辺
の
道
路
の
交
通
量
が
一

時
的
に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
訓
練
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
特
に
、
上
町
地
内
か
ら
涌
谷
大

橋
の
た
も
と
の
信
号
交
差
点
付
近

の
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

可
能
な
場
合
、
迂う

回
な
ど
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課

☎
43
―
２
１
４
０

　
６
月
は
雨
が
多
く
、
大
雨
な
ど

で
地
盤
が
緩
み
や
す
い
の
で
、
が

け
崩
れ
や
地
す
べ
り
が
発
生
し
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
の
備

え
と
早
め
の
避
難
が
大
切
で
す
。

地
域
と
自
宅
周
辺
の
危
険
箇
所
や

避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▼
期
間　
６
月
１
日（
月
）

　
　
　
～
６
月
30
日（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
建
設
班

☎
43
ー
２
１
２
９

万
全
の
備
え
を
！

６
月
は
土
砂
災
害
防
止

月
間

こ
ど
も
園
・
小
学
校
・

中
学
校
合
同
引
き
渡
し

訓
練
を
実
施
し
ま
す

　涌谷町では、防災行政無線で発報した内容を
ご自宅などで聞くことができる戸別受信機の貸
与を開始します。
　防災行政無線の放送内容は、涌谷町公式ＬＩ
ＮＥアカウントと連携し、同じ内容が配信され
るので、右記の二次元コードから登録をご検討
ください。
　なお、予定数量を超える申請があった場合は
貸与できない場合があります。

▼貸与対象者　①涌谷町内に住所を有し、現に
居住している75歳以上のみで構成される世帯の
世帯主（社会福祉施設などに入所している人ま
たはこれらに該当するものに入居している人は
除く）　②災害対策基本法に定める避難行動要

支援者名簿に記載されている人

▼申込方法　涌谷町公式ホームページからダウンロ
ードするか、総務課防災交通班備え付けの申込書に
記入して提出する

▼問い合わせ・申し込み先
　総務課防災交通班　☎43-2116

災害情報などを自宅で受信できます
涌谷町防災行政無線の戸別受信機を貸与します

涌谷町公式LINE
二次元コード
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